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＜取組の概要＞ 

平成平成平成平成 19191919（（（（2007200720072007）年度＜Ｗプロジェクト２００７＞）年度＜Ｗプロジェクト２００７＞）年度＜Ｗプロジェクト２００７＞）年度＜Ｗプロジェクト２００７＞    

4 月   研究所員による研究活動スタート 

      ＮＥＸＴＮＥＸＴＮＥＸＴＮＥＸＴプロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクトに参加 

 

5 月   小学校教育用コンピュータシステムの更新作業 

 

6 月   教員のＩＣＴ活用指導力調査（年度当初） 

     ⇒年度当初の実施による教員研修の目標の明確化 

 

6・７月  旧機器の撤去作業 

 

7・８月  新機器の導入作業 

     夏季情報教育研修講座の開催 

 

９月   新システム稼動開始（耐震工事校を除く） 

きいねっと Eラーニング研修の充実 

 

10 月   マイクロソフトとのマイクロソフトとのマイクロソフトとのマイクロソフトとの調印式調印式調印式調印式「ICTスキルアップオンライン研修」 

          ＜和歌山市とマイクロソフト社との合同記者発表会＞報道機関 24社の取材 

研究協力実践校の研究指定＜四箇郷小学校、雑賀小学校、有功東小学校＞ 

  30 日－ SOF国際大会でWプロジェクトの取組を紹介＜フィンランド・ヘルシンキ＞ 

 

11～１月 機器更新に伴う各校訪問教員研修（のべ 2331名） 

 

2 月   第第第第ⅠⅠⅠⅠ期期期期ＩＣＴＩＣＴＩＣＴＩＣＴ活用活用活用活用によるによるによるによる学力向上学力向上学力向上学力向上のたのたのたのためのめのめのめの研究調査研究調査研究調査研究調査（（（（導入初年度導入初年度導入初年度導入初年度））））実施実施実施実施  

     ①市内小学校全教員を対象としたタブレット PCの活用調査 

②5年生児童と 5年生担任を対象とした小学館デジタル学習教材を活用した意識調査 

      ⇒導入機器の活用と教員の ICT 活用指導力の向上 

 

3 月 1 日 文部科学省「学校における教育の情報化等の実態に関する調査」 

      ⇒年度当初のデータ比較による各学校における取組の評価 

 

  1 日 ペン入力コミュニティセミナーで取組を紹介＜東京大学＞ 
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平成平成平成平成 20202020（（（（2008200820082008）年度＜Ｗプロジェクト２００８＞）年度＜Ｗプロジェクト２００８＞）年度＜Ｗプロジェクト２００８＞）年度＜Ｗプロジェクト２００８＞    

4 月   Innovative Teacher’s Conferenceにて研究成果の発表＜ベトナム・ハノイ＞ 

5 月   情報モラル教育実践的指導カリキュラム研究開発  

     電子ペンを使った分かる授業の研究（文部科学省「先導的教育情報化推進プログラム」） 

      協力校決定＜鳴滝小学校、雑賀小学校＞ 

6 月   教員のＩＣＴ活用指導力調査（年度当初）実施 

7・８月  夏季情報教育研修講座の開催 

   2 日  Innovative Teacher’s Day 成果発表＜東京ミッドタウン＞ 

9 月   第Ⅱ期研究調査のための準備等＜校長会へ具体案を提案＞ 

     研究協力実践校の研究追加指定＜宮小学校＞ 

10～３月  第第第第ⅡⅡⅡⅡ期期期期ＩＣＴＩＣＴＩＣＴＩＣＴ活用活用活用活用とととと学力向上学力向上学力向上学力向上のためののためののためののための研究調査実施研究調査実施研究調査実施研究調査実施 

            ⇒ICT 活用による学力向上効果の実証と調査を通した ICT 活用の促進 

① 調査Ａ（児童への意識調査、実証授業、客観テスト）3年～6年 実施時期 10月～2月末 

⇒ICTの効果的な活用による学力向上のための実証授業 

② 調査Ｂ（児童および教員への意識調査）3年～6年 実施時期 1月→2月初旬回収 

⇒小学館デジタル学習教材活用による意識調査 対象；457学級の児童 13,285名とその担任 

③ 調査Ｃ（全教員への教員のＩＣＴ活用指導力調査および意識調査）実施時期 1月→2月回収 

⇒年度当初のデータ比較による各学校における取組の評価 

11 月 21・22 日 日本教育工学研究協議会全国大会・三重大会（ＪＡＥＴ）発表  

      和歌山市から 5本の研究論文発表 

       ①「伝える活動を重視した社会科教育におけるタブレット PC の活用」 

（雑賀小学校；岡本友尊教諭） 

       ②「表現を共有し互いに学び合える場の学習効果」（四箇郷小学校；坂本真司教諭）        

③「伝えることをも重視した理科の観察学習に関する考察」 

（有功東小学校；成瀬雅海教諭） 

④「デジタルノートがグループ学習に与える効果の分析」 

（有功東小学校；本岡 朋教諭） 

       ⑤「タブレットＰＣの導入と活用を促進する和歌山市の取り組み」 

        －NEXT プロジェクトへの参加による効果について①－   

                             （教育研究所；角田佳隆・寺下 清）                                

12 月  SOF国際大会・米シアトル大会でWプロジェクトの取組を発表 

1 月  Learning and Technology World Forum 2009 （英国・ロンドン）へ参加 

2 月 15 日 「はばたく紀の国『ＩＣＴでわかる授業を』」（県教育委員会）放映＜テレビ和歌山＞ 

      ⇒ICT 活用指導力向上の取組や ICT を活用した授業に取り組む県内の様子を紹介。 

       和歌山市は有功東小学校での取組を紹介。    

  7・14・21 日  研究所員による ICT 活用授業研修（Ｗプロジェクトの成果報告） 

28 日  デジタル「英語ノート」の活用研修 

5 月   Innovative Teacher’s Conferenceにて研究成果の発表＜マレーシア・クアラルンプル＞ 

   22 日 ＮＥＸＴプロジェクト成果発表 

6月 9日 和歌山市Ｗプロジェクト成果発表 
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平成１９・２０年度 

「ＩＣＴを活用した学力向上のための研究プロジェクト」 

― 和歌山市Ｗプロジェクトの２年間の研究をふりかえって ― 

                                  和歌山市教育委員会 

         学校教育部 教育研究所 

 

１．はじめに 

和歌山市では、平成19年９月に全国に先駆けて手書き入力が可能なタブレット型ＰＣを市内各小

学校のコンピュータ教室に一斉に導入いたしました。このタブレット型ＰＣの導入を機に、タブレ

ット型ＰＣの効果的な活用を通した子どもたちの学力向上をめざして「ＩＣＴを活用した学力向上

のための研究」をテーマにした総合的なプロジェクトとして取り組んでまいりました。 

研究にあたっては、ＮＥＸＴプロジェクト（マイクロソフトとメディア教育開発センターが連携

する研究プロジェクト）に参加し、さまざまな研究支援を受けながらＮＥＸＴプロジェクトがめざ

す目標のうち「(1)学力の向上」について、市内52小学校を対象にＩＣＴを活用した学力の向上を

図る研究プロジェクトとして実施してまいりました。 

この研究プロジェクトを通して、研究支援をいただいた多くの方々に感謝しつつ、これまでの取

組をふりかえってみたいと思います。 

 

２．Ｗプロジェクトの取り組み 

 （１）研究体制 

Ｗプロジェクトの研究体制は、①研究所員を中心とした研究チーム、②研究協力実践校による研

究、③市内小学校での研究、の大きく3段階となっています。また、研究内容としては、①研究所

員によるタブレット型ＰＣの先進的な活用についての研究、②研究協力実践校による１人１台のPC

環境を最大限に活かした教育環境におけるその効果の実証研究、③市内小学校全体でのタブレット

ＰＣを活用した基礎学力向上の実証研究（研究調査）を中心に行っています。 

研究のすすめ方については、できるだけ各校の負担とならないように各校の実情に応じた主体的

な取り組みとし、Ｗプロジェクトとして研

究推進のための支援・援助・研修を準備し

てきました。 

研究協力実践校については、平成19年度

は３校（和歌山市立雑賀小学校、四箇郷小

学校、有功東小学校）を指定し、集中的な

サポートを行いながら１人１台の環境で

の教育効果について実証研究をすすめま

した。また、先進的な研究をすすめる研究

チームのメンバーは、研究協力実践校から

選出し、研究に取り組みやすい環境づくり

と研究成果をより共有しやすい体制づく

りに努めました。さらに、平成20年度には

新たに研究協力実践校が1校（宮小学校）

加わり、先行で実践研究を進める３校の研究成果をより一般化して活用を図ることを目指していま

す。 

※ 研究協力実践校と他の学校の設備は同じもの（すべての学校にタブレットPCを導入）であり、

相違は、研究協力実践校は、PC教室に１人１台の環境35台から36台、他の学校は、20台のタブ

レットPCを設置している。 

研究チームの研究成果については、校長会や教頭会、所報、研修、研究発表等、さまざまな機会

Ｗプロジェクト体制図Ｗプロジェクト体制図Ｗプロジェクト体制図Ｗプロジェクト体制図

・研究発表・研究発表・研究発表・研究発表

・ホーム・ホーム・ホーム・ホーム
ページページページページ

・テレビ・テレビ・テレビ・テレビ
・新聞・新聞・新聞・新聞
・Ｗｅｂ等・Ｗｅｂ等・Ｗｅｂ等・Ｗｅｂ等

情報発信情報発信情報発信情報発信

全国へ全国へ全国へ全国へ

保護者・地域保護者・地域保護者・地域保護者・地域

研究協力研究協力研究協力研究協力
実践校実践校実践校実践校 4444校校校校

和歌山市教育委員会
学校教育課・教職員課

教育研究所

市内52小学校 教員1,048名

ＷＷＷＷプロジェクト
研究チーム

＜研究所員・指導主事＞

NEXTプロジェクト
研究および研究実践の指導

小 学 校 長 会

小 学 校 教 頭 会

情報教育担当者会

各教科等研究会
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を通して、市内全体での共有を図るように努めています。 

現在、実施しているＷプロジェクトは、単に基礎学力の向上をめざすだけではなく、各教科等の

授業での活用・探求学習におけるＩＣＴの活用やその効果についての研究が中心となっています。 

 

 （２）研究をすすめるにあたって 

Ｗプロジェクトの研究テーマは、「ＩＣＴ活用による学力の向上とその効果の実証研究」とし、

ＩＣＴの活用による漢字学習等の効果について、研究協力実践校を中心に市内５２校において具体

的な実証研究をすすめています。 

また、すべての教科等でのＩＣＴの効果的な活用を図り、ＩＣＴ活用による子どもたちの学習へ

の意欲を高め、創造性を育むためのより質の高い教育活動の創造に向けた取り組みを行っています。

その中心的な役割を担っているのが、研究チーム（研究所員）です。研究チームは所員5名で構成

され、それぞれに研究テーマを設定して2年間の研究を行いま

す。今回、ＮＥＸＴプロジェクトに参加したことで清水康敬

先生をはじめ多くの先生方から直接ご指導を受けることがで

きました。 

現在、和歌山市では子どもたちへの情報教育（情報活用能

力の育成）、情報モラル教育、すべての教科等でのＩＣＴの

効果的な活用、およびＩＣＴ環境整備等、教育の情報化に積

極的に取り組んでいます。特に、平成１９年度より２年間は、

教育の情報化の取組の一つとしてＩＣＴ活用と学力向上に重

点をおいた「ＩＣＴを活用した学力向上のための研究プロジ

ェクト（和歌山市Ｗプロジェクト）」に全市的に取り組んで

きました。 

ＩＣＴを積極的に活用することで、子どもたちの学力向上

と校務の効率化等の効果が期待されています。Ｗプロジェク

トでは、和歌山市におけるＩＣＴの活用を推進し、子どもた

ちの学力向上だけでなく校務の効率化の研究にもつなげてい

きたいと考えています。 

 

３．プロジェクトとして取り組むメリット 

Ｗプロジェクトの研究は、ＩＣＴを基礎学力の向上に役立てることからはじまり、その効果的な

指導のあり方を模索していく取り組みです。したがって、研究に際しては「教員の指導力」と「Ｉ

ＣＴ活用指導力」が必要となりますが、Ｗプロジェクトとして子どもたちへの指導と研究をすすめ

ていくことでICT活用を促進し、結果として「教員の指導力」と「ＩＣＴ活用指導力」が高まって

いくと考えています。また、Ｗプロジェクトとして取り組むことで、さまざまな支援や援助が集中

的に受けられることも、大きなメリットの一つです。 

今後、すべての教育活動でのＩＣＴの活用のあり

方、ＩＣＴを効果的に取り入れた学校教育のモデル

づくり、ＩＣＴを活用した次世代の学校教育のビジ

ョンづくりへと深まりと広がりをもってすすめて

いきたいと考えています。それら研究活動の土台と

しての「ＩＣＴを活用した基礎学力の向上のための

研究」は、特に大切にしたい研究の一つです。 

子どもたちにとって、すべての学力の土台であり、

生きる力の土台となる基礎学力をどのように身に

つけさせていくのかがこれまでも課題となってき

ました。子どもたちが楽しく、意欲的に学習しなが

ら、例えば、漢字や計算の力が確実に身につけよう
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と取り組む姿を求めていきたいと考えています。 

また、Ｗプロジェクトの研究活動をもとに、ICTの発達・普及を見据えた新しい教育環境を提唱

していきたいと考えています。このことは、単にICTを活用した教育だけでなく、普段の教育への

波及効果も期待され、教員の教育力の向上に寄与できるものと考えています。これまで、専門的な

知識を必要としたＩＣＴはだれでも活用できる簡単な操作で使用することができるようになって

きています。また、手書き入力が可能なタブレット型ＰＣは手書きの良さとキーボード入力の良さ

の両方を兼ね備えています。和歌山市においてタブレット型ＰＣが存分に活用され、ＩＣＴ活用に

よる教育の情報化が一層進展することを願っています。 

 

    □プロジェクトとして実施する主なメリット 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．研究協力実践校での取り組みについて 

ＩＣＴの活用がこれからの教育の質を高めるといわれていますが、なかでもタブレット型ＰＣは、

学力の向上にたいへん効果があるといわれています。タブレット型ＰＣは、キーボード入力と手書

き入力の良さを兼ね備えていることから、低学年から高学年までの子どもたちが抵抗なく活用する

ことができます。また、ノートのように手で書いたり消したりすることができることから、漢字学

習や計算練習などの学習を効果的に行うことができます。タブレットＰＣには、これまでできなか

ったことが可能となり、さまざまな学校教育への活用が期待されています。 

研究協力実践校では、そのタブレット型ＰＣを活用

した学習効果の検証を行ったり、効果的な学習方法の

研究をすすめたりしながら、学校教育への活用の可能

性を探ります。 

Ｗプロジェクトの初年度の研究テーマは、「ＩＣＴ

を活用した基礎学力の向上」としています。これは、

タブレットＰＣが反復練習の必要な漢字学習や計算等

の基礎学力の定着・向上に特に効果を発揮するといわ

れているからです。実際にどの程度効果が上がるのか

を検証することになります。また、漢字学習では筆順

まで自動添削が可能なことから、これまでできなかっ

た新しい学習方法が創造される可能性が期待されています。さらに、子どもたちの学習記録が残さ

れることから、一人ひとりに応じた課題を提示することも可能です。また、ネットワークで紙面を

共有できるマイクロソフトのOneNote2007 などを活用することで、思考力や表現力を育てる実践が

可能となります。 

今までのパソコンやソフトでできなかったことが新しくできるようになりました。和歌山市の先

生方がこれまで培って来た指導方法に取り入れることで、より効果的な学習方法、より質の高い教

育を創造していくことが可能になります。研究協力実践校では、可能な限り研究に必要な環境を整

え、タブレットＰＣを活用した学力向上のための研究を行っていきたいと考えています。 

 

 

 

① 子どもたちの基礎学力の定着と向上を期待することができます。 

② 子どもたちの学習に対する意欲を高めることが期待できます。 

③ 子どもたちのＩＣＴ活用による情報活用能力を育成することが期待できます。 

④ ＩＣＴの活用をとおして教員の指導力の向上をはかることが期待できます。 

⑤ ＩＣＴを効果的に活用することによって教育の質を高めることが期待できます。 

⑥ 和歌山市全体の学力の向上を図ることが期待できます。 

⑦ 必要な支援や援助を集中して行うことができます。 
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５．Ｗプロジェクトと教育の情報化 

Ｗプロジェクトは、初年度の研究テーマを「Ｉ

ＣＴを活用した基礎学力の向上」とすることか

ら、概念図の③の領域での研究となります。 

教育の「教育の情報化」は、「①子どもたちの

情報活用能力の育成、すなわち体系的な『情報

教育』の実施と、②各教科等の目標を達成する

際に効果的に情報機器を活用する」ことを目的

としています。Ｗプロジェクトにおいても、教

育の情報化の一環として実施しますので、すべ

ての領域を対象としています。初年度の研究と

しては、「ＩＣＴを活用した基礎学力の向上」をテーマとして研究・実践を重ねていますが、次の

ステップとして各教科等の活用、情報教育の領域へと研究範囲を広げているところです。 

近年、インターネットが急速に普及し、社会の情報化とともに日常生活も大きく変化しています。

また、携帯電話やパソコン等が広く個人に普及し、ＩＣＴ機器が子どもたちの生活に身近なものと

なってきています。このような社会の情報化は今後益々加速する傾向にあり、だれもが必要な情報

を手に入れたりＩＣＴの恩恵を受けたりすることのできる便利で快適な社会の到来を予感させま

す。しかし同時に、時代を生きる子どもたちにとって情報や情報手段を適切に活用する能力を身に

つけておくことの重要性を感じずにはおれません。 

このような社会の変化に呼応して、教育の情報化（情報教育「情報活用能力の育成」、教科指導

におけるＩＣＴ活用「各教科等の目標達成のための効果的なＩＣＴ機器の活用」、校務の情報化「教

員の事務負担の軽減と子どもと向き合う時間の確保」）が強く求められ、今回の学習指導要領の改

訂では、情報教育や教科指導におけるＩＣＴ活用など、教育の情報化にかかわる内容について一層

の充実が図られ、今まで以上に学校教育での取組に期待が寄せられているところです。 

和歌山市Ｗプロジェクトでの２年間の取組によって、さまざまな研究成果と貴重な実績を残すこ

とができました。これらの研究成果を少しでも多くの先生方と共有したいと考えています。また、

今後とも研究を継続していくとともに、学校教育の情報化プロジェクトとしてＩＣＴ環境整備等に

努力してまいりたいと考えています。学校教育の情報化が、学校教育のより一層の充実に寄与でき

ることを願っています。 
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今回は，今年度すべての小学校に導入されるペンタブレット型ＰＣの機

能を活かした新システムを紹介します。第 1回は，「読み書き計算」学習教「読み書き計算」学習教「読み書き計算」学習教「読み書き計算」学習教

材「手書きデジタル学習システム」（小学館）＜漢字学習機能編＞材「手書きデジタル学習システム」（小学館）＜漢字学習機能編＞材「手書きデジタル学習システム」（小学館）＜漢字学習機能編＞材「手書きデジタル学習システム」（小学館）＜漢字学習機能編＞です。 
 

   

  この漢字学習システ

ムを使った，効果的な

指導法と実践例を募集

しています。ご協力い 

ただける方は，教育

研究所までご一報く 

ださい。 

新システム紹介①『手書きデジタル学習システム①手書きデジタル学習システム①手書きデジタル学習システム①手書きデジタル学習システム①』について 

社会 漆器をつくる人々社会 漆器をつくる人々社会 漆器をつくる人々社会 漆器をつくる人々―岩手県秀衝塗――岩手県秀衝塗――岩手県秀衝塗――岩手県秀衝塗―    道徳 ありときりぎりす 道徳 ありときりぎりす 道徳 ありときりぎりす 道徳 ありときりぎりす 理科 チョウを育てよう 理科 チョウを育てよう 理科 チョウを育てよう 理科 チョウを育てよう 

道徳 七つのほし 道徳 七つのほし 道徳 七つのほし 道徳 七つのほし 

タッチペンで直接パソコン画面に文字や数字を書きタッチペンで直接パソコン画面に文字や数字を書きタッチペンで直接パソコン画面に文字や数字を書きタッチペンで直接パソコン画面に文字や数字を書き

入れることができる「タブレット型パソコン」入れることができる「タブレット型パソコン」入れることができる「タブレット型パソコン」入れることができる「タブレット型パソコン」を使っ

て，どの子もしっかり漢字を習得，どの子もしっかり

計算に習熟！ 小学館の「手書きデジタル学習システ

ム」をご紹介します。 

■漢字学習機能■漢字学習機能■漢字学習機能■漢字学習機能        

学年別に学習漢字を学ぶことができる「漢

字」学習システム。メニューは「練習練習練習練習」「音読音読音読音読」

「書き取り書き取り書き取り書き取り」「熟語熟語熟語熟語」の４つ。一人ひとりの学一人ひとりの学一人ひとりの学一人ひとりの学

習履歴が保存され，その進捗状況を確かめるグ習履歴が保存され，その進捗状況を確かめるグ習履歴が保存され，その進捗状況を確かめるグ習履歴が保存され，その進捗状況を確かめるグ

ラフ機能も採用ラフ機能も採用ラフ機能も採用ラフ機能も採用しているので，無理なくバラン

スよく学習を進めることができます。もちろ

ん，右きき・左ききの両方に対応右きき・左ききの両方に対応右きき・左ききの両方に対応右きき・左ききの両方に対応しています。 

＜練習メニュー＞＜練習メニュー＞＜練習メニュー＞＜練習メニュー＞    

学習漢字を一文字ずつ練習するメニュー。筆順や画のバランスなど，漢字を正しく習得筆順や画のバランスなど，漢字を正しく習得筆順や画のバランスなど，漢字を正しく習得筆順や画のバランスなど，漢字を正しく習得

するするするすることができます。 

▲  書いた漢字は「筆順の正しさ筆順の正しさ筆順の正しさ筆順の正しさ」「画の交差・位置画の交差・位置画の交差・位置画の交差・位置」

「はね・とめの有無はね・とめの有無はね・とめの有無はね・とめの有無」などから正誤判定。どこが正しどこが正しどこが正しどこが正し

くないのかくないのかくないのかくないのかがすぐにわかります。 

 

▼  間違いやすい筆順間違いやすい筆順間違いやすい筆順間違いやすい筆順は，アニメーションで何度も

確かめることができます。 

手書きデジタル学習教材とは 
資料 ①  
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▲ 「例解学習漢字辞典」「例解学習国語辞典」「例

解学習ことわざ辞典」など，小学館ならではの豊

富なデータベースを活用した調べ学習ができま

す。 

 

＜音読メニュー＞＜音読メニュー＞＜音読メニュー＞＜音読メニュー＞    

新出漢字を使った熟

語による短文を音読

し，漢字の読みを習得

します。音読を繰り返

すことで脳が活性化し

た状態にし，書くこと

で各漢字の音読み・訓

読みの理解を図りま

す。 

＜熟語メニュー＞＜熟語メニュー＞＜熟語メニュー＞＜熟語メニュー＞    

新出漢字を使ったさまざまな熟語の書き取

り練習ができ，新出漢字を確実に身につける

練習ができます。間違えた問題は，くり返し

出題され，「正しく使いこなせるようになるま「正しく使いこなせるようになるま「正しく使いこなせるようになるま「正しく使いこなせるようになるま

で」の反復練習で」の反復練習で」の反復練習で」の反復練習を無理なく進めることができ

＜書き取りメニュー＞＜書き取りメニュー＞＜書き取りメニュー＞＜書き取りメニュー＞    

新出漢字を使った熟

語などから構成された

短文を，漢字文に書き

直す練習ができます。

すべての漢字は「筆順筆順筆順筆順」

「画の交差・位置画の交差・位置画の交差・位置画の交差・位置」「はははは

ね・とめの有無ね・とめの有無ね・とめの有無ね・とめの有無」など，

厳しく判定されます。

このとき，自分が書い

た漢字と，お手本を見

比べることもできま

ペンタブレット型ＰＣ 
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前回に引き続き「読み書き計算」学習教材「手書きデジタル学習システ「読み書き計算」学習教材「手書きデジタル学習システ「読み書き計算」学習教材「手書きデジタル学習システ「読み書き計算」学習教材「手書きデジタル学習システ

ム」（小学館）ム」（小学館）ム」（小学館）ム」（小学館）を紹介します。今回は，＜計算学習機能編＞今回は，＜計算学習機能編＞今回は，＜計算学習機能編＞今回は，＜計算学習機能編＞です。手書き入

力で，ノートのように手軽に計算練習をすることができます。 
 

   
新システム紹介②『手書きデジタル学習システム②手書きデジタル学習システム②手書きデジタル学習システム②手書きデジタル学習システム②』について 
 

道徳 ありときりぎりす 道徳 ありときりぎりす 道徳 ありときりぎりす 道徳 ありときりぎりす 理科 チョウを育てよう 理科 チョウを育てよう 理科 チョウを育てよう 理科 チョウを育てよう 

 これまでの指導と「手

書きデジタル学習シ

ステム」を結びつける

ことで，より高い効果

が期待されます。 

■計算学習機能■計算学習機能■計算学習機能■計算学習機能        

「計算」学習システムでは，各学年で習う加減乗

除の計算問題や「百ます計算」「フラッシュ計算」

などのデジタル教材が利用できます。反復練習が

その子のペースでできるので，確かな計算力の習

得に役立ちます。また，子どものたちの脳の活性

化にも良いと言われています。 

＜基礎計算メニュー＞＜基礎計算メニュー＞＜基礎計算メニュー＞＜基礎計算メニュー＞    

たし算・ひき算・かけ算・わり算の基本の練習から筆算まで，その学年で習う計算問題を練

習することができます。 

▲  筆算ではパソコンの画面上に，途中の計算を書

き込むことができ，デジタルとアナログ双方の優位デジタルとアナログ双方の優位デジタルとアナログ双方の優位デジタルとアナログ双方の優位

性性性性を採り入れています。 

 

▼ 計算の仕方も，繰り返し確かめることができます。 

 

＜計算チャレンジメニュー＞＜計算チャレンジメニュー＞＜計算チャレンジメニュー＞＜計算チャレンジメニュー＞    

「百ます計算」「九九」「基本のわり算」な

ど，毎日練習することで成果が上がる教材

をまとめています。 

▼ 「百ます計算」など，計算の正確性に加え，

答え終えるスピードも重要な教材ではタイム

も表示されます。 
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▲  九九１回をもとに商やあまりを求め 

る「基本のわり算」（３年生レベル）で 

は，「あまりなし（Ａ型）あまりなし（Ａ型）あまりなし（Ａ型）あまりなし（Ａ型）」「あまりを求あまりを求あまりを求あまりを求    

めるときにくり下がりなし（Ｂ型）めるときにくり下がりなし（Ｂ型）めるときにくり下がりなし（Ｂ型）めるときにくり下がりなし（Ｂ型）」「ああああ    

まりを求めるときにくり下がりありまりを求めるときにくり下がりありまりを求めるときにくり下がりありまりを求めるときにくり下がりあり    

（Ｃ型）（Ｃ型）（Ｃ型）（Ｃ型）」の３種類に分類して出題され 

ます。 

こうしたベテラン教師のノウハウも 

各所に採用しています。 

＜フラッシュ計算メニュー＞＜フラッシュ計算メニュー＞＜フラッシュ計算メニュー＞＜フラッシュ計算メニュー＞    

画面に表示される２つの数の和・差・積・商を，暗算で答えるトレーニングメニューです。 

 

▲  計算力をきたえるフラッシュ計算は，今，全

国の小学校で話題の教材です。 

 

▼「百ます計算」「フラッシュ計算」などのタタタタ

イム・正答率の伸びをグラフ表示イム・正答率の伸びをグラフ表示イム・正答率の伸びをグラフ表示イム・正答率の伸びをグラフ表示。児童の

やる気を高めます。 

 

■管理者機能■管理者機能■管理者機能■管理者機能        

 児童一人ひとりの学習履歴や成績をいつでも確認学習履歴や成績をいつでも確認学習履歴や成績をいつでも確認学習履歴や成績をいつでも確認することができますので，そのデータを

もとに課題となる学習指導や習熟度に応じた宿題プリント学習指導や習熟度に応じた宿題プリント学習指導や習熟度に応じた宿題プリント学習指導や習熟度に応じた宿題プリントを作ることができます。個に応じ

た「読み書き計算」の学習指導を行うことが可能です。 

 

＜使える機能～児童の着実なステップアップに＞＜使える機能～児童の着実なステップアップに＞＜使える機能～児童の着実なステップアップに＞＜使える機能～児童の着実なステップアップに＞     
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学習活動を広げるスタディノート 

スタディノートの概要 
・ ノート：作品作り 

・ 電子メール：特定の人に手紙（作品）を送る 

・ 電子掲示板：大勢の人に作品を紹介する 

・ データベース：作品の蓄積，保管する 

□スタディノートでどんなことができるの？□スタディノートでどんなことができるの？□スタディノートでどんなことができるの？□スタディノートでどんなことができるの？    

    
スタディノートは，白紙の画面に，文字，絵，写真，音声，動画などを書き込んで，なんでも帳なんでも帳なんでも帳なんでも帳の様

に利用できます。具体的な活用の場面としては，「調べ学習のまとめ」，「作文」，「音を入れて音楽帳」，「絵

を描いてスケッチブック」，「写真を貼ってアルバム」など，様々な場面で活用できます。 

また，出来上がった内容出来上がった内容出来上がった内容出来上がった内容は，手紙として電子メールで情報手紙として電子メールで情報手紙として電子メールで情報手紙として電子メールで情報交換交換交換交換したり，したり，したり，したり，情報として電子掲示板で発表情報として電子掲示板で発表情報として電子掲示板で発表情報として電子掲示板で発表

し，みんなの作品を集めてし，みんなの作品を集めてし，みんなの作品を集めてし，みんなの作品を集めて 1 冊の本に冊の本に冊の本に冊の本にまとめたり，まとめたり，まとめたり，まとめたり，ホームページに変換し学校のホームページで公開ホームページに変換し学校のホームページで公開ホームページに変換し学校のホームページで公開ホームページに変換し学校のホームページで公開すすすす

ることもできます。ることもできます。ることもできます。ることもできます。 

□いろいろな活動の場面で利用できます！□いろいろな活動の場面で利用できます！□いろいろな活動の場面で利用できます！□いろいろな活動の場面で利用できます！    

① ワープロ・お絵かきツールとして 

② プレゼン・調べ学習のまとめツールとして 

③ 評価・振返り学習・デジタルポートフォリオとして 

④ メールソフトとして 

⑤ ホームページ作成ソフトとして 

⑥ デジタルコンテンツ作成・提示ソフトとして 

ワンポイント！ワンポイント！ワンポイント！ワンポイント！    普通のデジカメと比べ普通のデジカメと比べ普通のデジカメと比べ普通のデジカメと比べて、何が違うの？て、何が違うの？て、何が違うの？て、何が違うの？    
スタディノートポケットに記録された写真や作品は、この学年組と出席番号によって仕分けして蓄積される

ため、1 台のノートポケットを 5 人のグループで利用する場合でも、5 名各自の撮影データが混在されること
無く、パソコンの各自のスタディノートに、無線ＬＡＮで送ることができます。 

また、写真を撮影したその場で直ぐに、ワンポイントのコメントなどを手書きで手軽に書き込むことができ
ます。 

 

□スタディノートポケットでどんなことができるの？□スタディノートポケットでどんなことができるの？□スタディノートポケットでどんなことができるの？□スタディノートポケットでどんなことができるの？    

    
スタディノートポケットは、教室の外へ、学校の外へ、学習活動の可能性を広げるモバイル学習ツール

です。フィールドノートのように、どこへでも自由に持ち歩くことができ、その時に気付いたことや浮か

んだアイデア、調査、観察、取材活動など、その場ですぐに記録することができる学習ツールです。 

□□□□    なにができるの？なにができるの？なにができるの？なにができるの？    
                                
１）１）１）１）デジカメとして写真撮影デジカメとして写真撮影デジカメとして写真撮影デジカメとして写真撮影    
                                                                                                                                
２）２）２）２）ビデオカメラとして動画撮影ビデオカメラとして動画撮影ビデオカメラとして動画撮影ビデオカメラとして動画撮影    
                                                                                                                                
３）３）３）３）音声録音音声録音音声録音音声録音    
                                                                                                                                
４）４）４）４）手書きでメモが書ける手書きでメモが書ける手書きでメモが書ける手書きでメモが書ける    
                                                                                                                                
５）５）５）５）キーボードで文字入力キーボードで文字入力キーボードで文字入力キーボードで文字入力    
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□□□□    調べ学習や発表，話し合い，資料作成など，学習や授業で活用できる「調べ学習や発表，話し合い，資料作成など，学習や授業で活用できる「調べ学習や発表，話し合い，資料作成など，学習や授業で活用できる「調べ学習や発表，話し合い，資料作成など，学習や授業で活用できる「One NoteOne NoteOne NoteOne Note」」」」    

「OneNote 2007」は，手書きタブレットＰＣ上で手軽に使用できる「デジタルノートアプリケーション」

です。画面の好きな場所に情報を入力することができるだけでなく，音声や動画，手書きのメモや図，

Web やなど，ほぼあらゆる情報データを収集し，管理することができます。今回は，調べ学習と授業で

の活用例を紹介します。 

□□□□    One NoteOne NoteOne NoteOne Note をノートとして使うをノートとして使うをノートとして使うをノートとして使う・・・個人のノートとして，グループ発表の資料として・・・個人のノートとして，グループ発表の資料として・・・個人のノートとして，グループ発表の資料として・・・個人のノートとして，グループ発表の資料として    

    

□□□□    調べ学習で調べ学習で調べ学習で調べ学習で情報を収集する情報を収集する情報を収集する情報を収集する・・・手軽に情報を収集して，資料づくりが可能・・・手軽に情報を収集して，資料づくりが可能・・・手軽に情報を収集して，資料づくりが可能・・・手軽に情報を収集して，資料づくりが可能    

    

One Note を個人のノートとし

て使う場合，ペン入力モードで「手

書き感覚」を生かしたノートづく

りができます。書いた文字や図な

どは，「なげなわツール」で移動さ

せたり，「テキスト（活字）」に変

換したりすることもできます。 

 また，グループで画面を共有し

て同時に書き込んだり，プロジェ

クタで投影したりすることができ

ますので，グループ活動や発表を

より効果的に行うことができま

す。 

※※※※残残残残したいデータはしたいデータはしたいデータはしたいデータは，，，，名前名前名前名前をつけをつけをつけをつけ

てててて個人個人個人個人フォルダにフォルダにフォルダにフォルダに保存保存保存保存することがすることがすることがすることが

必要必要必要必要ですですですです。。。。 

 

One Noteは，たくさんの情報を

収集して整理する機能があり，調

べ学習などに効果を発揮します。 

例えば，Web上のデータを選択

して「ドラッグ」または「コピー

して貼り付け」で簡単に取り込む

ことができますし，資料ごとにフ

ァイルして保存することができま

す。また，取り込んだ写真や文字

は移動してレイアウトを変更した

り，手書きのメモを残したりする

こともできますので，これまでの

ように印刷しなくても資料の整理

ができ，収集の時間が大いに短縮

することが可能です。 

※※※※残残残残したいデータはしたいデータはしたいデータはしたいデータは，，，，名前名前名前名前ををををつけつけつけつけ

てててて個人個人個人個人フォルダにフォルダにフォルダにフォルダに保存保存保存保存することがすることがすることがすることが

必要必要必要必要ですですですです。。。。 

手 書 き 文 字 を

「テキスト（活

字）」に変換 

ペン入力モードで「ツー

ル」⇒「手書きツール」

⇒「ペン」で色と太さを

指定します。 

写 真 や 文 字

は 自 由 に 移

動可能です。 

紙の資料からスキ

ャンして取り込む

こともできます。 

ポイントを

フェルトタ

ッチでマー

キング 

話し合い活動で活用できる 0neNote 
資料③  
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活用例活用例活用例活用例①①①①    ――――    考考考考えるノートとしてえるノートとしてえるノートとしてえるノートとして活用活用活用活用できるできるできるできる One Note One Note One Note One Note ―――― 

□□□□普段普段普段普段のノートとしてのノートとしてのノートとしてのノートとして活用活用活用活用できるできるできるできるOne Note 

タブレットＰＣにインストールされている

OneNoteは、子どもたちが普段使っているノート

のように使うことができます。 

有功東小学校の本岡 朋先生は、OneNote を学

習に取り入れています。本岡先生が最初に子ども

たちに伝えたことは、①ペンの色を変えることが

できる、②かいたもの（式や図）は移動できる、

の二点だけだそうですが、子どもたちは自分たち

でどんどん書き進んでいったそうです。 

上の事例は、算数の時間に書いた普段のノートと OneNote を使ったノートの比較です。文字のきれい

さも書くスピードも普段のノートと変わらなかったそうです。 

Ａさんのノートには、普段のノートに見られない特徴として、問題を赤枠で囲んだりキーワードをマ

ーカー機能を使って分かりやすくしたりといった工夫が見られたということです。 

 

□□□□OneNoteをををを使使使使うことでうことでうことでうことで子子子子どものノートがどものノートがどものノートがどものノートが変変変変わるわるわるわる 

次にＢさんの例ですが、大事なところが分かるように色を変えて式を書いています。筆算を色を変え

て書いています。Ｂさんは、普段のノートもきれいに書く子です。Ｂさんのようにノートをきれいに書

こうとする子どもは、メモのように書いた自分の考えは消してしまうことが多いのですが、OneNote

ではきちんと分かりやすく「残す」ことができています。「残す」と書いたのは、実は後から移動した

からです。はじめＢさんは筆算を別の所に書いていましたが、OneNoteの「なげなわツール」を使って

この場所に移動しました。このように OneNote では図や写真だけでなく、自分で書いた文字なども自

由に移動することができます。 

「Ｂさんのように一度書いたノートを整理し直

すことができると、普段の『見やすいノート』か

ら『自分の考えの過程がわかるノート』『自分の考

えをふりかえるノート』に変容しているように思

います。」と、本岡先生はＢさんの使い方について

話してくださいました。 

このように OneNote を使うことで普段のノー

トではできなかったノートの使い方ができるよう

になり、表現の幅が広がってくるようです。同時

に、OneNoteを使った後の普段のノートの書き方

も変わってくるようです。ある子は、OneNoteを経験した後、普段のノートを色分けをしたり、大事な

所を分かるように工夫したりするようになったということです。 

 

 

資料 ④  
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□□□□資料資料資料資料をををを収集収集収集収集しやすいしやすいしやすいしやすい機能機能機能機能をををを使使使使ってってってって 

 OneNote には、Web サイトから画面を切り取ったり図や写真を貼り付けたり、集めた資料を検索し

たりする機能がありますので、多くの資料を活用しやす

くなっています。左のノートは、社会科の調べ学習のノ

ートで、写真を貼り付けています。 

また、項目ごとに見出しをつけて個々のノートをファ

イルリングすることもできるので、すぐに取り出すこと

ができますし、項目が多くなっても検索して探し出すこ

とができるようになっています。 

さらに、必要に応じて手書きした文字を活字に変換する

こともできるようになっています。 

 

□□□□共有共有共有共有をををを使使使使ってディスカッションってディスカッションってディスカッションってディスカッション 

OneNoteには、共有ノートブックの機能

があり、子どもたちがディスカッションを

しながら、同時に一つの画面で共同作業が

可能です。 

左の図は、本岡先生の学級で、子どもたち

が調べたことをグループ学習で共有したと

きの OneNote の画面です。本岡先生は次

のようにおっしゃっています。 

「徳川家康について調べたことを書き込

んでいこうという課題で進めていったので

すが、15分程度で、６人の子どもがそれぞ

れの調べたことを書いていくことができま

した。ゲーム機のDSで慣れているのか、『共

有の考え方』もすぐに理解することができ

ましたし、上手に書くところのすみわけも

することができています。今後、人物像や、

時代ごとなどに協力し合って書きならべて

いくなどの活動を取り入れたいと考えてい

ます。」 
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＜報告＞平成１９（２００７）年度（第Ⅰ期）－和歌山市Ｗプロジェクト－ 

平成 19 年度「ＩＣＴを活用した学力向上のための研究に伴う調査結果」（平成 20 年

2 月実施）について 

平成 20年 2月に実施した「平成 19年度ＩＣＴを活用した学力向上のための研究に伴う調査」の

調査データが漸くまとまった。調査結果について、今回、調査データを速報値としてまとめること

にした。 

調査の実施にあたっては、多くの教員ならびに児童に協力を得ながらすすめることができた。ま

た、調査の分析にあたっては、専門的なお立場からメディア教育開発センターの中川一史先生、村

井万寿夫先生、中橋 雄先生に全面的なご協力・ご助言をいただいている。 

この後、さらに調査データの分析・考察を加え、報告書の作成作業に入る予定である。報告書の

作成にあたって、ＩＣＴ活用による学力向上のための研究の基礎資料として、さらに、実際に活用

していただける資料としてまとめたいと考えている。ご精察いただき、調査結果についてのご意見

をいただきたいと考えている。 

 

調査の概要 

   今回の研究調査は、ＩＣＴ活用による学力向上のための研究を進めるため、小学校教育用コンピ

ュータシステム更新初年度において、導入したタブレットＰＣの教育的効果の検証を目的として調

査を行った。 

   調査は、調査調査調査調査ＡＡＡＡ（児童の意識調査・客観テスト）と調査調査調査調査ＢＢＢＢ（教員への意識調査）の２種類あり、

調査Ａは和歌山市内の小学校 44 校校校校の５年生２６０５２６０５２６０５２６０５名名名名（80.3%）の児童と担任にご協力をいただ

いた。また、調査Ｂは市内小学校のすべての学校の先生方にご協力いただき、９２７件の有効回答

をいただいた。 

 調査Ａの調査結果について 

① 児童の意識調査から 

調査Ａの５年生児童の意識調査で、「「「「タブレットタブレットタブレットタブレットＰＣＰＣＰＣＰＣをををを使使使使ったったったった漢字学習漢字学習漢字学習漢字学習はははは楽楽楽楽しいとしいとしいとしいと思思思思うううう」」」」とととと答答答答えたえたえたえた

児童児童児童児童のののの割合割合割合割合がががが 88％％％％となり、従来の紙とえんぴつの学習 50％よりも多く、楽しく学習できることが分

かった。 

下のグラフ「（１）漢字練習は楽しいと思う」の項目について、タブレットＰＣの場合で「とても

そう思う」と答えた児童の割合は 64％で、従来の紙とえんぴつの学習で「とてもそう思う」と答えた

児童 15％を大きく超えていることが分かる。タブレットＰＣを活用した場合は、「ともてそう思う」

と「少しそう思う」を合わせると、実に 88％の子どもたちが楽しく学習することができたということ

なる。また、「（12）これからも続けたいと思う」「（15）毎日やりたいと思う」においても、肯定的な

回答が多いという結果が出ている。 
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（１）ペン入力パソコンを使った漢字の勉強は、楽しいと思う。

（１）紙とえんぴつを使った漢字の勉強は、楽しいと思う。

４．とてもそう思う ３．少しそう思う ２．あまりそう思わない １．ほとんどそう思わない

2007年度調査の概要 
資料 ⑤  
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これらの結果から、はじめてタブレットＰＣや小学館のデジタル学習システムを使う児童が多かっ

た初頭調査であるため一概には言い切れないが、概ねタブレットＰＣ・小学館デジタル学習システム

を使った学習が子どもたちの興味・関心・意欲を喚起する効果があるといえる。 

さらに、項目「（３）筆順をおぼえることができた」で「とてもそう思う」と答えた児童が、タブ

レットＰＣで 47％、紙とえんぴつで 34％となっている。項目「（16）『はね』や『はらい』に気をつ

けるようになった」においても、タブレットＰＣ34％、紙とえんぴつ 21％となっている。このこと

から小学館デジタル学習システムの特長である漢字の筆順や漢字の「はね」「はらい」などの学習効

果が表れていることが分かる。また、項目「（６）答え合わせが楽だ」についても、肯定的回答が多

く、個に応じて瞬時に答え合わせができるタブレットＰＣの機能の特性が、調査結果に表れている。 

 

 

 

 

 

 

 

② 客観テストの結果について 

  次に、タブレットＰＣで筆順の練習をした場合と、紙とえんぴつを使って筆順の練習をした場合の

客観テスト（漢字筆順テスト）の結果をみてみるこ

とにする。 

次ページの図１は筆順テストＡ、図２は筆順テス

トＢのそれぞれの問題ごとの平均正答率を示してい

る。問題ごとの正答率は、タブレットＰＣが上回っ

ているものもあるが、紙とえんぴつが上回っている

ものもあるので、ほぼ同じ成績であることが分かる。 

図１のテストＡで、タブレットＰＣを使って筆順

練習をした場合の平均点は 9.03、紙とえんぴつの場

図１ 
テストＡ 
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（３）ペン入力パソコンを使った漢字の勉強で、筆順をおぼえることがで
きたと思う。

（３）紙とえんぴつを使った漢字の勉強で、筆順をおぼえることができたと
思う。

４．とてもそう思う ３．少しそう思う ２．あまりそう思わない １．ほとんどそう思わない
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（１２）ペン入力パソコンを使った漢字の勉強は、これからも続けたいと思
う。

（１２）紙とえんぴつを使った漢字の勉強は、これからも続けたいと思う。

４．とてもそう思う ３．少しそう思う ２．あまりそう思わない １．ほとんどそう思わない
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（１５）ペン入力パソコンを使った漢字の勉強は、毎日やりたいと思う。

（１５）紙とえんぴつを使った漢字の勉強は、毎日やりたいと思う。

４．とてもそう思う ３．少しそう思う ２．あまりそう思わない １．ほとんどそう思わない
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合が 8.96 である。図２のテストＢでも、タブレットＰＣ9.04、紙とえんぴつ 8.94 となり、わずかに

タブレットＰＣが高くなっているが、どちらも平均点が高く、大きな差はなかった。 

これらのことから、タブレットＰＣでの学習は、  

紙とえんぴつの学習と同様以上の高い効果が得られ  

たと考えることができる。 

  担任の教師も学級の子どもたちも初めて操作で、  

戸惑いながらの段階での調査だったことを考えると、  

操作に慣れることでさらに学習に集中できることが  

予想される。 

今回の調査は、タブレットＰＣの効果を実証する  

ための調査であるために、タブレットＰＣと紙とえ  

んぴつの学習を比較して考えてきたが、決して対立するものではなく、日常の学習にタブレットＰＣ

の良さを活かすことが何よりも大切なことはいうまでもない。日頃の授業に、ＩＣＴを効果的に活用

していくことで、これまで以上に「わかる授業」、子どもたちの「確かな学力」が期待できると考え

ている。 

 継続的にタブレットＰＣを活用する 

 今回の調査とは別に、タブレットＰＣを   

使った漢字学習に取り組まれたある学級の 

実践を紹介する。図３は、各学期ごとの漢  

字テストの平均点とその得点分布を表して 

いる。 

 導入前の一学期に比べると、導入後(２・ 

３学期)の平均点は全体的に得点が高い方  

へシフトしている。これは、成績下位群 

の児童の平均点数が高くなっている。この 

ことから、タブレットタブレットタブレットタブレットＰＣＰＣＰＣＰＣをををを使使使使ったったったった漢字学漢字学漢字学漢字学 

習習習習をををを取取取取りりりり入入入入れることによってれることによってれることによってれることによって、、、、中中中中・・・・下位群下位群下位群下位群 

のののの子子子子どもたちにどもたちにどもたちにどもたちに高高高高いいいい学習効果学習効果学習効果学習効果がががが期待期待期待期待できできできでき

るるるる 

といえる。 

担任の教師は、「タブレットＰＣを活用したことによる成果なのかは分かりませんが、タブレット

ＰＣも使って、子どもたちの漢字の力を伸ばしてやろうと子どもたちと一緒に取り組んだことが結果

として表れたのではないでしょうか。」と言っている。 

  タブレットタブレットタブレットタブレットＰＣＰＣＰＣＰＣをををを継続的継続的継続的継続的にににに活用活用活用活用することによってすることによってすることによってすることによって、、、、子子子子どもたちのどもたちのどもたちのどもたちの学習意欲学習意欲学習意欲学習意欲がががが高高高高まりまりまりまり、、、、子子子子どもたちのどもたちのどもたちのどもたちの

学力向上学力向上学力向上学力向上にににに効果効果効果効果があるがあるがあるがあることの一つのエビデンス（証拠）であろうと考えられる。 

 

 

 

 

 

図２ 
テストＢ 

図３ 漢字テストの平均点 得点分布 
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資料 ⑥  JAET全国大会発表用研究論文 



 

- 19 -

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

- 20 -

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

- 21 -

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

- 22 -

 



 

- 23 -

 

 

資料 ⑦  



 

- 24 -

 

 

 



 

- 25 -

 

 



 

- 26 -

 

 



 

- 27 -

 



 

- 28 -

 

 



 

- 29 -

 

 

資料 ⑧  



 

- 30 -

 

 



 

- 31 -

 



 

- 32 -

 



 

- 33 -

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

- 34 -

 

資料 ⑨  



 

- 35 -

 



 

- 36 -

 

 

 

 



 

- 37 -

 



 

- 38 -

 



 

- 39 -

タブレット PCの導入と活用を促進する和歌山市の取り組み 

角田 佳隆（和歌山市立教育研究所）、寺下 清（和歌山市立教育研究所） 

岡本 友尊（和歌山市立雑賀小学校）、中川 一史(メディア教育開発センター) 

中橋 雄(武蔵大学)、村井 万寿夫(金沢星稜大学) 

石井 徹(マイクロソフト株式会社)、清水 康敬(メディア教育開発センター) 

 

概要；手書き入力が可能なタブレット PC（UMPC、PDA を含む）を平成 19 年度、市内 52 小学校へ導入し

た。このシステムによる学力向上（基礎学力と応用学力）効果を検証するため、「ICTを活用した学力向上の

ための研究プロジェクト（“Wプロジェクト”）」を NEXT プロジェクトの共同研究として実施した。平成 19

年度の調査で、手書き電子教材の活用による漢字学習での向上が見られた。 

また、プロジェクトを推進することで教員の ICT活用指導力の向上がみられた。 

＜キーワード＞ 産学協同研究、教員研修、タブレット PC、手書き電子教材 

 

1. 1. 1. 1. 研究の背景研究の背景研究の背景研究の背景    

１－１１－１１－１１－１    はじめにはじめにはじめにはじめに    

 近年、子どもたちの学力低下が社会的な課題とな

っている。 

和歌山県では、平成 16 年度より県内の小中学校

を対象に学力診断テストiを実施している。その分析

結果は、子どもたちの学力向上の必要性を示してい

る。和歌山市では、教育のパワーアップiiというビジ

ョンのもとに、平成 12 年よりさまざまな取り組み

を行ってきた。 

個に応じるとともに相互に関わりあえる学習環境

の提供により、生きる力を育成するための ICTの環

境整備のビジョンは、以下の６点である。 

① IT機器を意識しないで、電卓のように学校でも

家庭でも手軽に使える環境で、まるでノートや

電子辞書のように気軽に学習に活用できる環境

整備。 

② 普通教室で、子ども一人１台の UMPC のよう

なモバイル PC をもち、生徒・児童用机の傍ら

において子どもたちが自然にコンテンツ（デジ

タル百科事典）を活用できる環境。 

③ ネットワーク型電子ノートを、普段から子ども

たちが普通教室で使う環境。 

④ 教科書はデジタル教科書等を使い、従来の黒板

から置き換えられたマルチ電子黒板を使って授

業展開され、子どもたちの端末に手書きで書か

れた考えなどを、先生がリモコンのような装置

を使って、次々に黒板に効果的に表示し、授業

中に子どもたちの活発なディスカッションがか

わされる環境。 

⑤ リアルタイムに相互に自分の考えをまとめなが

ら、プレゼン能力を高める授業ができるネット

ワーク環境。また、他の国々の子どもたちとの

ディスカッション交流にも発展することができ

る環境。 

⑥ 子どもたちの持つペン入力端末を使い、家庭等

からネットを通じて、メールや TV 会議システ

ムなどを活用し学習できる環境。 

これらは、従来の教育方法に、子どもたちにユビ

キタスの学習環境を提供するものであると考える。 

現在までに整備した環境は、平成 17年度に、「情

報教育の充実と校務の効率化とセキュリティの強

化」というテーマで、中学校 18 校 1 分校の学校シ

ステム及びセンターシステムの更新に伴い、生徒の

情報活用力の育成とプレゼンテーション能力の育成

をコンセプトとしたコンピュータ室を整備した。ま

た教員が授業で使用するタブレット型 PC の設置を

行った。 

社会の情報化が急速に進展し、携帯電話やインタ

ーネット等の普及によって ICT が子どもたちの生

活により身近なものとなっている。そこで、子ども

たちに対する情報教育（情報活用能力の育成）、及び

資料 ⑩  
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すべての教育活動において ICT の効果的な活用を

図り、子どもたちの学習意欲を高め、創造性を育む

ためのより質の高い教育活動の創造に向けた取り組

みが必要であると考えた。 

平成 19 年度の小学校教育用コンピュータシステ

ムの更新は、「ICT を活用した学力向上と教員の教

育力の向上」をテーマとしたシステム構成を行った。  

システム構成は、手書き入力が可能なタブレット

型 PC（UMPC、PDAを含む）を児童用システムと

して市内 52 校 2 分校の小学校のコンピュータ教室

に導入し、小学館の手書き電子教材、富士通研究所

の手書き電子教材オーサリングシステム、OneNote

（マイクロソフト）等を導入した。 

1111－－－－2222    WWWWプロジェクトについてプロジェクトについてプロジェクトについてプロジェクトについて    

「ICT を活用した学力向上と教員の教育力の向

上」というテーマを学校教育でより効果的に実現す

るために、導入システムの活用と子どもたちの学力

向上を目的とした「ICT を活用した学力向上のため

の研究プロジェクト（以下：Wプロジェクト）」を開

始した。 

W プロジェクトは、和歌山市の子どもたちの学力

の向上に ICT の活用を図り、その効果的な指導のあ

り方を提示していくことを目的としている。「教員の

指導力」と「ICT 活用指導力」の向上とに密接な関

係があると考えている。 

 プロジェクトを成功させるため、研究所員として

小・中学校の教員でプロジェクトチームiii（以下 研

究所員）を結成した。 

プロジェクトの教育実践成果を市内すべての小

学校に普及することで、市全体の教育の質の向上が

図ることができると考えた。 

そのために、リーダーとなる研究所員の教育力、

指導力をさらに向上させるための研修・研究の場の

提供が必要であると考えた。  

実現するためには、大学・研究機関・企業等との

共同研究が有効であると考え NEXT プロジェクト

に参加した。 

1－－－－3    NEXTプロジェクトとの関係プロジェクトとの関係プロジェクトとの関係プロジェクトとの関係 

NEXT プロジェクトは独立行政法人メディア教育

開発センター(NIME)とマイクロソフト社が連携して

実施しているプロジェクトで、教員および児童・生

徒の 1人 1台 PC 環境の下での高度な IT 活用に向け

たソリューション（ハードウェア、ソフトウェアお

よびコンテンツ）の導入や教員のスキルの向上など

を支援するための実証的な研究を推進し、次の課題

を解決することを目指している。 

① 学力の向上 

② 校務の効率化  

③ 保護者、地域との連携 

和歌山市では、W プロジェクトの目的を達成する

ため、NEXT プロジェクトが目指す目標のうち「学力

の向上」について、平成 19 年度から共同研究を行っ

ている。 

 

2222    研究方法について研究方法について研究方法について研究方法について    

2222－－－－1111    研究体制研究体制研究体制研究体制    

 NEXTプロジェクトに参加することでの効果を

次の項目とした。 

① ICTを活用することによる基礎学力の定着と向

上。 

② ICTの活用をとおして教員の指導力が向上する。 

③ 大学教員、研究者、企業等のノウハウを教育に

活かすことができる。 

 教育委員会の体制は、教育長をトップとしてWプロ

ジェクトを組織し、教育研究所、学校教育課、教職

員課のそれぞれの課を通じて、学校に指導・支援を

行っている。 

NEXTプロジェクトとの関係では、プロジェクトチ

ームメンバー（研究所員）等に対して研究実践指導

を受けている。 

 指導・支援は、月1回の和歌山市での研究部会、随

時メーリングリストや、MS Groove、MS Live- Meeting

を使用したテレビ会議システムを使って実施されて

いる。 

 また、研究所員の勤務する学校を研究協力実践校

として3校ivを指定し、「ICT活用による学力の向上と

その効果の実証研究」をテーマとした、学校全体で

具体的な実証研究を行っている。（図1） 

また、平成 20 年度に新たに 1 校vの研究協力実践

校の追加を行った。ここでは、すでに先行でプロジ

ェクトを実施している 3校の実践の成果を他の小学

校で活用しやすいように、先進的な実践をより一般

化するための実践研究を行っている。 
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2222－－－－2222    整備環境について整備環境について整備環境について整備環境について    

 市内 52校 2 分校へタブレット PC を 1,300 台導

入した。ペン入力に関するシステムの主な概要は以

下の通りである。 

 タブレットPCを市内52校すべての小学校のコン

ピュータ室に 20 台を導入し、研究協力実践校 4 校

（平成 20 年度に 1 校追加）には、１人１台の環境

になるように 36台のタブレット PCを導入した。 

タブレット PC を導入した理由としては、幼児期

にペンを使ってボードに絵などを描くことができ、

レバーを引くと消すことができる玩具があるが、タ

ブレット PC の手書きシステムも同様な感覚で使用

できるため、子どもたちにとって違和感のないシス

テムであると考えたからである。また、数年前から、

ペンタッチ機能のあるゲーム機を子どもだけでなく

多くの大人が使うようになってきている。手書きと

いうインターフェースは、子どもたちにとって、キ

ーボードより違和感のないものであると考える。そ

の特徴を、今回のシステムに取り入れた。 

タブレット PC の手書きができるという特性を生

かすための教材として、小学館の手書き電子教材（漢

字、計算、社会、理科）、富士通手書き電子教材作成

システムを導入した。  

このシステムは、漢字の筆順、形、はねなどを教

材側で判定することができるもので、特に、漢字の

筆順などの学習で個別に対応できる。このことは、

学力の定着と向上に貢献すると考えた。また、普通

教室で使用するように UMPCを導入した。 

また、発展、探究型学習をするためにデジタルノ

ートの一つであるマイクロソフトの OneNote 

2007をすべての小学校のタブレットPCに導入した。 

探究型学習をするためにデジタルノートを活用す

ることで、全教科で探究型学習や表現学習活動等で

子どもたちの思考力や判断力、表現力等を向上させ

ることができると考えて導入した。 

2222－－－－3333    研修体制につて研修体制につて研修体制につて研修体制につて    

 学校において導入システムをより有効に活用して

いくために、9月導入後、52校（小学校教員 1,048

名）に対して 3回の訪問研修を実施した。 

研修の参加者は、訪問研修…のべ 2,349人、管理

職研修…のべ 71名で、平成 19年度の研修受講のべ

人数は、小学校だけで、3,522 名（申込者 3,695 名

中）の受講があった。 

 また、平成 17 年度設置した和歌山市ヘルプデス

クでは、情報機器の取り扱い等をサポートするとと

もに、学校から要請のある場合は、インストラクタ

ーを派遣している。 

 研修は、平成 19年度は 85講座開設した。開設時

期は、課業日、トワイライト（金曜の夕方）、ウィ

ークエンド（土曜日）、夏季、冬季休業日に実施し

た。また、訪問研修は、9月から 1月まで実施した。 

 研究所員は、NEXT 会議、W プロジェクト会議、

授業実践発表等の活動を行い、教育力・実践力のス

キルアップの機会を提供した。 

 プロジェクトを組織としてマネージメントするた

め、情報教育基盤整備委員会（教育委員会、局長以

下部長・課長）、教育研究所長、学校教育課長、教

職員課長の合同会議、全指導主事会議をそれぞれ開

催し、プロジェクトの委員会内での意思統一および

意見交流を実施した。市全体としてプロジェクトを

促進することで、全体の意識改革を促し、プロジェ

クトが効果的に作用し、子どもたちの学力や教員の

ICTの活用指導力が向上すると考える。 

 

3333    成果の概要成果の概要成果の概要成果の概要    

 W プロジェクトでは種々の取組を実施している

図１研究体制 

Wプロジェクトチーム 教員 5名 

NEXTプロジェクト 

NIME,マイクロソフト  

研究実践指導支援 

和歌山市内 52小学校 教員 1,048名 

研究協力実践校

３校教員 74名 

和歌山市教育委員会 

教育研究所・学校教育課 

教職員課 

研究協力実践校 

追加１校教員 38 名 

W プロジェクト新メンバー2 名 

校長会 

情報教育担当者会議 
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6.3％

が、ここでは協力校におけるタブレット PC を活用

した効果と、教員の ICT活用指導力の向上に関する

概要を説明する。 

3333－－－－1111    子どもの学力向上子どもの学力向上子どもの学力向上子どもの学力向上についてについてについてについて    

協力校においてタブレット PC を活用した漢字学

習を実施し、活用したクラスと活用しなかったクラ

スの成績を比較した。 

 まず、二つのクラスともに一斉学習を行った。こ

こではどちらもタブレット PC を使わずに１時間の

授業を実施した。 

 次に、一斉学習終了後は以下に示すようにタブレ

ット PC 活用クラスと非活用クラスで、異なる学習方

法をとった。 

(1)PC 活用クラス 

・ 新出漢字を含んだ文章（短文）を漢字ノートに

１行ずつ書く宿題を出す。 

・ タブレット PC で手書き電子教材を使って再度

学習する。 

・ 漢字（新出漢字を含んだ文章）小テストの予告

をし、翌日にテスト（10 問）を実施する。 

・ 約１週間に１度のペースでテストを 17 回実施。 

(2)PC非活用クラス 

・ 新出漢字を含んだ文章（短文）を漢字ノートに

1 行ずつ書く宿題を出す。 

・ 漢字ノートで再度学習する。 

・ 漢字（新出漢字を含んだ文章）小テストをする

曜日を決めてテスト（10 問）を実施する。 

・ 毎週 2回、漢字小テストを 15 回実施した。ただ

し、テストとテストの間隔が開いてしまうこと

があった。 

次に、二つのクラス(小学校 5 年)における漢字学

習の成果を比較するために、漢字学習を始める前に

4年で学習した漢字テストを実施し、11回の授業の

終了後に新たに学習した漢字 50 問のテストを行っ

た。 

これらのテスト結果を図示したのが、図 2である。

この図において数値はテストの平均点で括弧内の数

値は標準偏差である。図から分かるように、タブレ

ット PC を活用しないクラス（30 名）の場合には

82.1 から 84.5 点と 2.4 点高くなっている。これに

対してタブレット PCを活用したクラス(30名)では、

82.6点から 88.3点と 5.7点高くなっている。 

 ここで、統計的に検定した結果以下のことが明ら

かになった。 

・ 漢字学習前の 4 年漢字テストのテスト成績

（82.1点と 82.6点）の差のｔ検定をしたところ、

有意水準は 68％であり、差に有意な差はないこ

と。 

・ 学習終了後の漢字 50 問テストの成績（84.5 点

と 88.3点）のｔ検定の結果、有意水準は 6.3％

であり、タブレット PC の効果がある傾向にあ

ることが分かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3333----2222教員の教員の教員の教員の ICTICTICTICT活用指導力の調査方法と結果活用指導力の調査方法と結果活用指導力の調査方法と結果活用指導力の調査方法と結果    

平成 19 年 6 月に市内すべての小中学校で文部科

学省の「教員の ICT活用指導力の基準」調査用紙を

使用し調査を行い、平成 20 年 3 月に実施した調査

結果と比較した。 

 その結果、市内全ての教員の ICT 活用指導力は、

年度当初と比較して年度末の方が低下しているこ

とが分かった。このように、値が低くなった要因と

しては以下のように推察している。 

 まず、9 月に新しい機種の入れ替えがあり、しか

もタブレット PCという従来とは異なる機種であっ

たために、教員にとまどいがあったことが要因と考

えられる。また、それまで漫然と PCがあればでき

ると考えていたが、実際にタブレット PC が整備さ

れるとそれを実際に活用した状況を踏まえて自分

の指導力を評価したことも要因として考えられる。 

 一方、和歌山市では協力校を指定し、整備された

タブレット PC を積極に活用する取組をしている。

図２ 
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そこで、協力校の教員の ICT活用指導力の変化を詳

しく検討した。その結果を表 1に示す。 

表１ 協力校教員のICT活用指導力の向上 

 
年度 

当初 
年度末 t値 

有意 

水準 
比較 

A: 教材研究・指導の準備・評価などにICTを活用す

る能力 

 
2.79 

(0.76) 

2.79 

(0.87) 
0.02 n.s.  

B:授業中にICTを活用して指導する能力 

 
2.40 

(0.85) 

2.48 

(0.90) 
1.15 n.s.  

C:児童のICT活用を指導する能力 

 
2.53 

(0.86) 

2.99 

(0.93) 
6.40 **p<.01 末＞初 

D:情報モラルなどを指導する力 

 
2.70 

(0.77) 

2.96 

(0.86) 
3.90 **p<.01 末＞初 

E: 校務にICTを活用する能力 

 
2.51 

(0.93) 

3.03 

(0.83) 
5.25 **p<.01 末＞初 

上段：平均値 下段括弧内：標準偏差 

 この表において示す平均値は、文部科学省の基準

の評価を、「わりにできる」を 4、「ややできる」を

3、「あまりできない」を 2、「ほとんどできない」を

1 として、全教員の平均である。また、標準偏差は

それらのデータから算出した値である。 

 また、年度初めと年度末の平均値をｔ検定した結

果も表 1に示すように、Aと Bのカテゴリーについ

ては有意差がなかったが、C、D、Eのカテゴリーに

関しては、１％水準で有意となり、年度当初と比較

して年度末の能力が確実に向上していることが分

かった。 

 次に、同様な比較検定を 18 のチェック項目につ

いて行った結果、以下の項目については、１％水準

で有意となり、確実に向上していることが分かった。 

・C1 児童がコンピュータやインターネットなどを

活用して、情報を収集したり選択したりできるよう

に指導する。 

・C4 児童がコンピュータやプレゼンテーションソ

フトなどを活用して、わかりやすく発表したり表現

したりできるように指導する。 

・E1 校務分掌や学級経営に必要な情報をインター

ネットなどで集めて、ワープロソフトや表計算ソフ

トなどを活用して文書や資料などを作成する。 

・E2 教員間、保護者・地域の連携協力を密にする

ため、インターネットや校内ネットワークなどを活

用して、必要な情報の交換・共有化を図る。 

 この結果から分かるように、協力校では児童にタ

ブレット PC を活用させた学習に力を入れているこ

とから、C1 と C4の項目が確実に向上した。また、

新しい機種であるタブレット PC を活用した資料作

成などについて教員同士が必要に応じて情報交換

をしたために、E1と E2の項目が確実に向上した。 

このように、研究協力実践校では、１人 1台の環

境でタブレット PC の活用がより進んだことと、研

究所員がリーダーとして校内研修や支援等を行っ

たことが大きいと考えられる。そのことから、研修

や研究指導、支援をより多く受けた教員は ICT活用

指導力が向上し、授業での活用率が高くなると考え

られる。 

 

4    おわりにおわりにおわりにおわりに 

以上、本報告では、和歌山市が推進している W プ

ロジェクトの概要について説明した。特に、研究協

力実践校において ICT を活用した授業のほうが、学

力向上に効果が上がったこと、教員の ICT 活用指導

力については、他の学校に比べ、研修の量と質の違

いから、研究協力実践校の向上がより顕著にみられ

たことを述べた。 

これらの結果をさらに明確に実証するために、平

成 20 年 12 月にすべての小学校の第 3 学年から第 6

学年(総計 13,515 名)に対して以下の調査を実施す

る計画である。 

・授業実践でタブレット PC を活用した場合と、活用

しない場合の効果についての調査。 

・教員の ICT 活用指導力と研修の受講状況との関係

についての調査。 

 

注： 

1 和歌山県学力診断テスト結果速報 

http://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/500100/koumo

ku2/sub6_8.html 

1市政の重点課題を「７つのＫ」として「教育のパワーア

ップ」「活力ある元気な和歌山市の再生」「観光の振興」「環

境と都市基盤の整備」「健康・福祉の推進」「危機への備え」
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「気配り市役所への改革」とし、重点課題して取り組んで

きている。 

1 和歌山市の研究所員制度で、学校で通常通りの授業など

をしながら研究を進めるものである。6グループあり、情

報教育以外に特別支援教育や小学校英語教育など 2 年を

任期として研究する。1グループ 5名である。メンバーは、

学校長の推薦である。 

1 和歌山市立雑賀小学校、四箇郷小学校、有功東小学校 

1 和歌山市立宮小学校 
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